
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3023 

令和５年度 公民科 

 

教科 公民 科目 倫理 単位数 1 単位 年次 3 年次 

使用教科書 高等学校「新倫理」新訂版 （清水書院） 

副教材等  アプローチ倫理資料集 PLUS２０２３（東京法令出版） 新倫理ノート（啓隆社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「これからどのように生きていくべきか？」、あるいは「自分はどんな人間なのか」という悩みや疑問に対して、

太古の昔から誰もが悩み、その答えを考えてきた。「倫理」は、「どのように生きるのか」に対する先人からのア

ドバイスをまとめたものである。先人たちの揺るぎない生き方や、その反対に苦悩に苦しむ彼らの姿を知ることが

大きなテーマである。自然や社会に対する働きを客観的に眺め、上の問いに対する自分なりの回答を見つけるため

に学習を行う。「倫理」においての学習とは、光と影の両面を持つ現代社会で豊かで充実した人生を送るために、

「この私とは何か」「私はどのように生きるべきか」「よく生きるとはどのような生き方なのか」について、先人

の思想を手がかりに、悩み、考え、自らの方向を定めていくことを目的とする。 

 

２ 学習の到達目標 

自分の人生に興味・関心をもち、生き方を主体的に考えることができる。 

先人のアドバイス・考え方を参考にしながら、自分の生き方を考え、現代社会の諸課題につい判断する

ことができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

関心・意欲・態度 

先人の思想や生き方、自

分自身がどのようにある

かについて関心を高め、

自分らしい自分になるた

めに行動する意欲を持つ

と共に、これらにかかわ

る諸 

課題について、自分や他

者、社会との関わりから

学び考える態度を身に付

けているか。 

思考・判断 

これまで身に付いている

知識や他者からの意見な 

どを自分なりに結びつ

け、そこから何が得られ

るのか想像し、自分の納

得のいく解答が導き出せ

ているか。 

 

技能・表現 

資料をメディアや文献等

を通して収集し、必要な

情報を取捨選択し、まと

めることができている

か。また、発表の場面で

は、他者の意見も尊重し

つつ、自分の言葉で発表

できているか。 

 

知識・理解 

先人の思想や現代社会

の特質についての基

礎・基本的な知識を理解

し、自らの人生観・世界

観を形づくるための知

識として身に付けてい

るか。 

 

 

評
価
方
法 

授業中の発問 

授業態度 

レポート 

定期考査 

課題レポート 

定期考査 

課題レポート。 

定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

後
期 

現
代
社
会
と
倫
理 

①人間の尊厳 

１ 人間尊重へ向けて 

 

２ 合理的精神の確立 

 

 

 

 

 

 

 

３ 社会契約説 

 

 

 

 

４ 人格の尊厳～カント～ 

○ ○ 

 

 

 

 

○ ○ 

 

 

 

aベーコンやデカルトによる科

学的な考え方の特色を理解し、

科学技術の発達と自然との共

生についての興味・関心を高め

る。 

ｂ人間の尊厳や自由にかかわ

る先人の思想に考えをめぐら

し、西洋の近代人は、人間の尊

厳をどこに見いだしていたの

かについて考える。 

b経験論と合理論の考え方の特

色はどこにあるのか、自分の課

題とつなげて理解する。 

カント・ヘーゲルらの思想につ

いて整理し、理解する。 

近代ヨーロッパの社会契約論

をとおして、民主社会の成り立

ちを理解し、民主社会を実現し

た社会契約の思想について、多

面的・多角的に理解する。 

c原典資料の言わんとするとこ

が理解できているか 

dカントが人間の理性能力を吟

味し、理性の限界を明らかにし

ようとしていたことを理解す

る 

abcd につい

て定期考査 

学習活動 

発問発表 

提出課題 

小テスト 

ノート提出 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

現
代
社
会
と
倫
理 

②民主社会への倫理 

１ ヘーゲルの人倫の思想 

２ 功利主義 

 

３ 社会主義思想 

 

※プラグマティズム 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

aヘーゲルの弁証法的なものの

見方、及び弁証法に基づく「人

倫」の捉え方について理解す

る。 

bベンサムとミルの幸福に対す

る考え方の違いについて理解

する。 

b社会主義の生まれた背景とそ

の発展過程、現代の社会主義の

実態について考える。 

cベンサム、ミルの主張を原典

で理解する 

dプラグマティズムでは、思想

や知識の意味、価値を現実的な

有用性においていたことを理

解する 

abcd につい

て定期考査 

学習活動 

発問発表 

提出課題 

小テスト 

ノート提出 

 

 

 

現
代
社
会
と
倫
理 

④新たな人間像の模索 

１ 主体性の回復をもとめ

て 

２ 現代の実存哲学 

３ フランクフルト学派 

４ 構造主義 

※分析哲学 

○ ○ ○ ○ a先人の思想を振り返りなが

ら、私たちの社会はどうあるべ

きか。自己の生き方はどうすれ

ばいいのかについて考え、まと

める。 

ｂ主体的自己の確立とはどう

いうことかについて考える。 

ｂ実存主義、フランクフルト学

派、構造主義の問題意識を考え

る 

ｃ原典にあたり言わんとする

ポイントを理解する 

ｄキルケゴールの単独者やニ

ーチェの超人の思想について

理解する 

ｄ実存主義、フランクフルト学

派、構造主義の考え方を理解す

る 

abcd につい

て定期考査 

学習活動 

発問発表 

提出課題 

小テスト 

ノート提出 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


